




万が一の破損時、人体衝突や地震などの際にも、
飛散防止フィルムによって、破片が早期に脱落
することなく、今まで以上により安全・安心に
お使いいただけます。

スリムな枠形状に加え、網のないガラスである
ため、クリアな視界が得られます。ガラスの強
度はフロート板ガラスの 6倍以上、一般の強化
ガラスの２倍以上も有しています。

昇降路の壁又は囲い及び出入口に使用される
ガラスに対しても、特定防火設備としてご使
用いただけます。
（平成 20年国交省告示 1454 号、1455 号）

飛散防止フィルム（ポリエステル系）は、火
災時においても遮炎性能に悪影響を及ぼすこ
となく、防火区画として延焼防止が期待でき
ます。

防火区画の区画部材として、60 分の遮炎性能が要求される部位、
特に吹き抜け部等の高所でガラス入り特定防火設備が用いられる
場合
昇降路の壁又は囲い及び出入口に使用される出入口の部分に特定
防火設備が用いられる場合

パイロクリアＳは、ガラスはもちろんのこと、飛散防止フィルムは火炎加熱を受けた状況下でも、遮炎性能に支障をきたす挙動を示しません。



※飛散防止フィルムは後貼り仕様ですが、ガラス呑み込み +1 ～ 2mm部分を除いて先貼りする
ことも可能です。また、飛散防止フィルムは室内外どちらでも貼付可能です。
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札 　 幌  T E L（ 0 1 1 ）3 7 7 - 2 8 6 0  仙 　 台  T E L（ 0 2 2 ）3 5 9 - 8 6 6 5  東 　 京  T E L（ 0 3 ）6 4 0 3 - 8 5 0 3
名 古 屋  T E L（ 0 5 2 ）2 3 8 - 1 3 9 1  大 　 阪  T E L（ 0 6 ）6 2 2 2 - 7 5 3 4  福 　 岡  T E L（ 0 9 2 ）2 8 2 - 2 0 1 0

● 本 カタロ グ は 2 0 2 0 年 1 2 月 現 在 の 内 容 に つ いて 掲 載 して い ます。● 本 カタロ グ に 記 載 さ れ て い る 性 能 、数 値 な ど は 保 証 値 で は あ りま せ ん の でご 了 承くだ さい 。
● 本 カタロ グ に 記 載 さ れ て い る 写 真 は 、印 刷 の た め 実 際 の 色 と多 少 異 な ります。　 ● 製 品 の 仕 様 等 は 、予 告 なく変 更 す ることが ござ い ます の でご 了 承くだ さい 。 　 0 0 1 4 2 _ k 0 3 - 0 3 2  2 0 2 0・１2 / 0 0 5  2

〇パイロクリアSは防火認定商品となりますので、認定仕様を遵守し、所定の材料を使用ください。
〇飛散防止フィルムは後貼り仕様ですが、ガラス呑み込み+1～2mm部分を除いて先貼りすることも可能です。また、飛散防止
フィルムの端部を覆うようにシーリング材を打設する場合、施工後のメンテナンスを検討下さい。
〇飛散防止フィルムは室内外どちらでも貼付可能です。
〇運搬・施工時に全周に巻いてある金属テープは絶対に剥がさないでください。
〇パイロクリアは熱処理を施していますので熱処理をしていないガラスに比べて反射映像が乱れますのでご了承ください。
〇穴あけ、切り欠きなどはできません。また、切断や面取りなどはできませんので使用される寸法でご発注ください。
〇クリーニングの際、金属スクレーパーはキズの原因になりますので、ご使用はお避け下さい。またスキージーを使用する場合
は裏面の金具がガラス面、もしくは飛散防止フィルム貼り付け面に当たらないようご注意ください。

ご注意


